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2中間東井坪遺跡の放射性炭素年代測定

∴パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

中間東井坪遺跡は、高松平野西部を流れる香東川の支流古川流域に立地する。本遺跡では発掘調査碇より、

旧石器包含層、縄文時代と想定される土坑状の遺構（SXOl，SXO2）＞8世紀代遺物を伴う自然流路跡（SDOl）

等が確認されている。今回の調査は、検出された土坑や堆積層から出土した炭化材の加速器による放射性炭

素年代測定（AMS法）を実施し、年代資料を得る。

1．試料

試料は、縄文時代と想定される土坑（SXOl）内より出土した炭化材1点、後期旧石器時代の遺物が出土す

る層準（グリッドDlb層恥196）から出土した炭化材1点、縄文時代の遺物が出土する層準（グリッドG3

b層恥．98）から出土した炭化材1点の計3点である。これら全点を対象に、加速器による放射性炭素年代

測定（AMS法）を実施する。

2．分析方法

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、AMS法により行った。なお、放射性炭素の半減期はLIBBY

の半減期5，568年を使用する。また、脚定年代は1950年を基点とした年代（BP）であり、誤差は標準偏

差（OneSigma）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBONCALIBRATIONPROGRAM

cALIBREV4．4（Copyright1986－2002MStuiverandPJReimer）を用い、いずれの試料も北半球の大気

圏における暦年校正曲線を用いる条件を与えて計算させている。

3．結果

結果を表1・2に示す。試料の測定年代（補正年代）は、SXOl出土炭化材が約3800年前、グリッドDl

出土炭化材が約3700年前、グリッドG3出土炭化材が約2400年前の値を示す。

遺構名 層位名 試料の質 補正年代

B P

．．＿∂13C

（％。）

測定年代

B P

C ode．Nbr

SK O l N 0．106 良化材 38 1．0 ±3 0 －22．73 ± 0．64 37 70 ±3 0 IA A A －3 09 14

グリッドD l b 層 N 0 ．19 6 ：．呵 ヒ材 37 20 ±4 0 －3°．2 ．94 ± 0．8 0 3 86 0 ＿±4 0 IA A A －3 09 15

グリッドG 3 b 層 N o．98 炭化材 2 37 0 ± 30 －2 5．04 ±0．7 9 2 37 0 ± 30 IA A A －30 916

1）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3）付記した誤差は、測定誤差∂（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値0

表20放射性炭素年代測定結果
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3．八幡遺跡の花粉分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

扇状地性海岸平野である高松平野の地下地質は、領家花こう岩類を基盤とし（長谷川・斉藤，1989）、鮮新

～更新統の三豊層群、上部更新統が重なって、最上位に沖積層が堆積するとされている（須鎗，1991）。本遺跡

は、高松平野の西部、香東川と古川に挟まれた沖積地上に位置し、弥生時代後期前葉～末の基幹水路（SDO2）、

中世（14世紀後半～16世紀末）の条里坪界溝と平地式城館に伴う堀状遺構（Ib－1トレンチSXOl）などが検

出されている。

弥生時代後期から中世までの間、遺構が全く検出されない状況は、隣接する遺跡でも認められることから、土地的

条件の制約を受けていた可能性があると指摘されている0また、中世の堀は、土層断面観察所見から帯水状態が想

定されている。そこで、弥生時代後期および中世における古植生に関する情報を得るとともに堀内の水域環境につい

て検討するために、花粉分析を実施する。

1．試料

図1に、試料採取地点の土層断面を示す。弥生時代後期前葉～末の基幹水路であるIb－1トレンチSD02は、

上面幅1．2～1．5m、深さ0．5～0．7mを計り、黒灰色シルトと地山の崩落土である黄灰色粘質土により埋積され

ている。試料は、黒灰色シルトから2点

（試料番号1・2）が採取された。

中世（14世紀後半～16世紀末）

の平地式城館に伴う堀状遺構（Ib－1

トレンチSXOl）は、幅9m以上、深

さ0．5mを計る。試料採取地点の層序

は8層に分層されており、8層が地山、

7層～4層が堀埋積物、3層～1層が床

土・耕作土となる。試料は、5層～7

層の各層から3点（試料番号1～3）採

取された。
標高（m）

標高（m）

22．5－

22．0－

工b－1

トレンチ
SD O2

麺料．・．棟
囲黄灰色粘質土（崩落上）
□黒灰色シルト

工b－1

トレンチSXOl

22・5－　1層

2．分析方法
22．0一

試料を湿重約10g秤量し、水酸化

カリウム処理、節別、重液分離（臭

化亜鉛，比重2．3）、フツ化水素酸処　21・5‾

理、アセトリシス処理（無水酢酸：濃

硫酸＝9：1）の順に物理・化学的な

5層　　　●試料番壮1

6層　　●試料番弓・2

7層　　●試料番替3

8層

－1層　耕作上

2層　耕作上

3層　床上

4層　貞灰色砂混粘質上（堀埋上ヒ層）

5層　褐灰色砂混粘質上（堀埋上下層）

6層　共灰色粘土（堀埋上下層）
管状斑有り

7届　果褐色粘土（堀埋土下層）
管状斑有り

8層　灰色砂混シルト

図102　試料採取地点の士層断面
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処理を施して花粉・胞子化石を分離・渡集する。処理後の残壇をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、

光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類を同定・計数する。

結果は、同定・計数結果の一覧表と主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の各種類の出現率

は木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総数より不明花粉を除いた数を基数とした百分率で算出

する。なお、図表中で複数の種類をハイフォント）で結んだものは、種類間の区別が困難なものを示す。

3．結果

結果を表1、図2に示す。

＜Ib－1トレンチSDO2＞

試料番号1・2とも花粉化石の保存状態が

悪く、外膜が溶けて薄くなっている。木本花

粉ではツガ属が多産し、次いでマツ属が検出

される。この他、マキ属・モミ属・ヤマモモ

属・クマシデ属－アサダ属・コナラ属コナラ亜

属・コナラ属アカガシ亜属などが検出される。

草本花粉では、イネ科・カヤツリグサ科・ワ

レモコウ属・オミナエシ属などが検出される。

＜Ib－1トレンチSXOl＞

花粉化石は、3試料とも比較的良好に検出

される。主な木本花粉の出現傾向は3試料と

も類似しており、マツ属が最も高率に出現し、

次いでツガ属が検出される。この他、スギ属・

クマシデ属－アサダ属・コナラ亜属・アカガシ

亜属・ニレ属－ケヤキ属を伴う。

草本花粉では、イネ科・カヤツリグサ科が

多産する。この他、ガマ属・サナエタデ節－

ウナギツカミ節・ソバ属・スイレン属・ヒシ属・

フサモ属・ヨモギ属などが検出される。

4．考察

Ib－1トレンチSD02ではツガ属が多産し、

次いでマツ属が検出される。しかし、全体的

に花粉化石の保存状態が悪いものが多く含ま

れる。一般的に花粉化石は、針葉樹に由来

する花粉やシダ類胞子の方が、広葉樹に由

来する花粉よりも分解し難いとされている（例

えば、徳永・山内，1971）。このことを考慮

マキ属
モミ属
ツガ属

マツ属
コウヤマキ属
スギ属
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科
ヤマモモ属
サワグルミ属
クマシデ属－アサダ属
バンノキ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属
ニレ属－ケヤキ属
ヤドリギ属
シラキ属
モチノキ属
ツツジ科
カキ属

1　　　　　　　12

38　　　21　　49

138　154　143

1　　　　　　　1

3　　　4　　　5

1

9　　　1

3　　13　　　6

1　　　2　　　1

3　　　6　　　2

4　　14　　10

3　　11　　　7

1

1　　　2　　　3

2　　　5　　　7

1

2

3

92

9

1

1

1

3

1

1

25

127

53

3

6

4

1

5

7

6

1

2

1

1

1

ハイノキ属　　　　　　　　　　　　　　　　　1
スイカズラ属
苛幕閣一一一…‥一一一一一一…一一一一一一一…一一二一一1－⊥……ニー…ニー…二

ガマ属
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ユリ属
クワ科

サナエタデ節－ウナギツカミ節
タデ属

ソバ属
アカザ科
スイレン属
アブラナ科
ワレモコウ属
バラ科
マメ科
ヒシ属
アリノトウグサ属
フサモ属
アサザ属

ヤエムグラ属－アカネ属
オミナエシ属
ヨモギ属
キク亜科

56

49

1

5

6

1

1

11

1

1

2　　　1

1

92　　　64

69　　　68

1　　　3

2　　　1

1

12　　　7

1　　　2

12　　　3

1

1

2

1

8　　　2

1

9　　　3

2

5

4

4

2

1

3

1

2

4

1　　13　　10

1　　　2　　　9　　　5　　　2

タンポポ亜科

一一着萌邪－…一一……‥…‥1－－……ナ…テ…‥÷－…÷－…テ
ラヲ苛肝‾‾‾‖‾…‾‾‾‾‾1日…‾‖‾‾‾t■■‾‖‾■…‾‾■…1日■…‾‾■‾■1

シダ類胞子
h　　　　　ここ

P

木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計（不明を除く）

18　　3I4　　19　　77　　23

199

134

1

18

351
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247　　248　112　　243

227　178　　12　　23

3　　　3　　　0　　　3

34　　19　　　77　　23

508　　445　　201　289

表22　花粉分析結果
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出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を

基数として百分率で算出した。なお、●○は1％未満を示す。

表23　主要花粉化石群集の層位分布

すると、本群集組成は歪曲しており、弥生時代の植生を十分に反映していない可能性もある。今回検出された花粉

化石は、当時周辺に生育していた母植物に由来する可能性があるが、以上を考慮して、ここでは当時の周辺植生の

検討を差し控える。

Ib－1トレンチSXOlでは、マツ属が優占する。これより、中世頃、周辺にはマツ属を主体とした植生が存在して

いたと考えられる。高松平野に位置する林・坊城遺跡で実施された調査では、縄文時代晩期以降カシ類・ナラ類を

主体とする暖温帯性の森林が存在していたが、弥生時代以降になると、二次林としてマツ林が分布を拡大したと推

定されている（パリノ・ザーヴェイ株式会社，1993）。また、丸亀平野に位置する下川津遺跡でも、平安時代以降

になると、同様にマツ属が分布を拡大するとされている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1990）。これらのことを考慮

すると、本地域では中世になると、マツ類を中心とした植生が存在していたと考えられる。これは、人間の周辺植生

に対する干渉が極めて著しくなり、二次林としてマツ林が分布・拡大していたことを反映しているとみられる。この他、

温帯性針葉樹のツガ属・スギ属、落葉広葉樹のクマシデ属－アサダ属・コナラ亜属・ニレ属－ケヤキ属、常緑広葉

樹のアカガシ亜属やシイノキ属なども生育していたと推定される。

一方、草本では、ガマ属・オモダカ属・スイレン属・ヒシ属・フサモ属などの水生植物に由来する花粉化石が、

特徴的に検出されている。これらの種類の中で、スイレン属・ヒシ属が水面に葉を浮かべて生活する浮菓植物、フサ

モ属が水中で生活する沈水植物である。このような水生植物の産状から、堀内部は水の流れがほとんどない淀んだ

状態であったか、そのような水域から導水されていたことなどが考えられる。このような水域内に、先に示した水生植

物がそれぞれの生育環境に適した場所に棲み分けていたとみられる。いずれにしても堀は空掘でなく、内部に水域が

存在していたと考えられる。また、堀の周辺には、イネ科・カヤツリグサ科・サナエタデ節－ウナギツカミ節・ヨモギ属・

キク亜科などの草本類が生育していたと考えられる。また、畑作植物とされるソバ属が検出された。ソバ属の花粉は、

生産域から離れると、その出現率が極端に低下することが知られている（中村ほか，1981）。これより、本遺跡付近

では、当時ソバ栽培などの畑作が行われていたと推定される。以上のことから、中世頃になると本遺跡周辺の低地は、

流れが滞った水域が存在する安定した環境となっており、居住域・生産域など人間の活動の場として利用されていた

のであろう。

本遺跡周辺地域は、先述の通り、土地的条件の制約により弥生時代後期から中世まで微高地上の開発ができな

かったと想定されている。今回、花粉分析により弥生時代後期と中世の古環境について検討を行ったが、上記の間
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題点を十分に解明できたとは言い難い。今後、同一試料を用いて、水域環境を反映する珪藻分析やイネ科植物相

を検討するために植物珪酸体分析を行って、より局地的な環境復元を試みることが望まれる。また、周辺遺跡でも同

様な調査を実施し、古環境変遷について、地域的に比較・検討したい。
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1．ツガ属（SXOl；2）　　　　　2．マツ属（SXOl：2）
3．カヤツリグサ（SXOl；2）　4．コラナ属コラナ亜属（SXOl；2）
5．フサモ属（SXOl；2）

園103
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花粉化石（2）

6．ソバ科（SXOl；2）
8．スイレン属（SXOl；2）

7．ヒシ科（SXOl；2）
9．イネ科（SXOl；2）

図104
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第4章　まとめ

1．中間東井坪遺跡出土の石器について

中間東井坪遺跡では、古代期の検出面下位から旧石器から縄文期の石器群が総数で以下のものが出土している0

ナイフ形石器 翼状剥片 翼状剥片石核 剥片・砕片 （微小な石片を含む）挟入石器 楔形石器 スクレイパー 石鉄 石錐 土器片

．数量 7 7 8 8 6 1 1 1 4 1 22

第24表　下層出土遺物一覧（縄文期のものを含む）

一部に縄文晩期のものとの層位的区分できなかったことや、接合資料が確認できなかったことなどの障害があるもの

の、旧石器類は単一の直径約10m程度の範囲からまとまって出土している0石器群の様相は、片面単一剥離の翼

状剥片石核や、翼状剥片を素材とした一側線加工のナイフ形石器でほぼ占められていることから、瀬戸内技法を忠

実に反映したものと見られる。また、翼状剥片にはファーストフレイクと考えられるものや、剥片類にブランテイングチッ

プと見られるものを含み、翼状剥片の剥取からナイフ形石器の製作までの瀬戸内技法の第2・3工程を一貫して行って

いたことは確実と考えられる。瀬戸内技法第1工程の存在を示す盤状剥片石核の出土が見られないことと、10cm以

下の小形ナイフ形石器を主体とし、出土石器総数が少数にとどまる点から見て、第1工程や積極的に石材消費を行っ

た痕跡は見られない。石器群は小規模なキャンプサイト的な性格を反映しているものと考えられる。角錐状石器と瀬

戸内技法の変異過程を基準とした本地域での編年に照らせば、森下英治の提示している瀬戸内技法を主体とした①

類型に該当し、ナイフ形石器文化期でも古相に属すると考えられる（藤好・森下・小野2000）0

2．正箱遺跡の古代掘立柱建物の変遷

正箱遺跡では既往の調査で8世紀中葉から9Cの掘立柱建物を中心とした集落が確認されているが、西接する今回

の調査B・Cトレンチでも集落の延長を検出している。ここでは、既往調査分を含めて建物群の変遷を整理しておきたい0

既往調査分の建物については、2案の変遷観が提示されている（西村1994・佐藤1999）0前者の検討では、8世

紀中葉～8世紀末までを3時期、9世紀代を1時期に分けて提示されている0掘立柱建物からの遺物の出土が殆ど期

待できないことから時期決定材料に乏しいことと、切り合い関係を優先することにより、細別時期内で異なった主軸方

位をもつものが共存するという問題点が残る。集落の最小単位を把握する作業としては評価できるが、時期決定の材

料は建物主軸に頼らざるを得ない。また、掘立柱建物と同一方向を示し、比較的遺物の出土量が多い溝を参考にし

て建物変遷を提示する必要があると考えられる。以下、今回の調査分を結合した掘立柱建物群の変遷を提示しておく0

8世紀中葉～9世紀前葉

主軸を真北から10。東へ振るもしくはそれに直交する建物を当該期に比定しておく0時期決定の根拠は、建物主軸

方位と合致するSDO2（今回報告分のCトレンチSDO4）の出土遺物が示す年代であり、これらの溝は、8世紀中葉

以前の開削が想定され、現状の条里型地割坪界線に合致するものである0溝の掘閏に伴って出現する掘立柱建物

群は、SD02と北側のSDlOによって3つの単位に分割されている0建物配置に厳密な規則性や単位間での建物規

模など明確な格差を読み取ることは困難である。区画3西側の建物51～52が直線的に配置される状況が注意され

ていたが（佐藤1999）、今回の調査成果から建物52は南北棟ではなく東西棟である可能性が高くなったことから、

3棟による直線的な配置は想定しがたい。区画3北側の建物22・23・25は30Idを越える床面積から、中心的な建
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図105　正箱遺跡遺構変遷園
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物であることは動かないであろう。

9世紀中葉～末葉

建物主軸を真北から1～5。前後東へ振ったもしくは直交する建物を当該期の建物と推定する0根拠はこの建物主軸

方向に合致する形で新たに掘開されたSDll～13の年代観による。前段階の条里坪界溝であるSD02も引き続

いて機能していると考えられるが、建物群の主要な分布域が北東部側へ移動し、新たに区画4・5が出現する0区画

1．2も継続して建物が営まれるものの少数に留まり、区画4．5との格差が顕著となる0厳密な同時性は検証できない

が、区画4の建物15．20．24は直線的に配置される状況が見られる。この区画4の建物17の含めた建物群は、他の

区画1．2．5と比較して大形の建物が集中しており、当該期の中心的な機能を推定できる0建物17の想定床面積は、

本遺跡で最も大きい44．64Idを測るものである。

3．八幡遺跡の堀状遺構の性格について

八幡遺跡のIb－1．Ic－1トレンチで検出した堀状を呈する遺構（Ib－1トレンチSXOl・Ic－1トレンチSXO2）の性

格について検討する。同遺構は14C中葉頃に掘開され、長期間の滞水状況下で16Cには埋没したと考えられるo

Ic－1トレンチSX02に関しては、調査段階では条里型地割の坪界溝の可能性を考えたが、坪界溝と考えられる遺

構（Ic－1トレンチSDO3）が見られることと、遺跡内や周辺の既往の調査における坪界溝の規模から判断して、単な

る土地区画や潅漑を目的とした溝と捉えることはできない。

全体形の推定

Ib－1トレンチSXOlは、東側の大半が調査範囲外となることから、全体形の復元は困難であるoIc－1トレンチS

x02に関しては、Ic－3トレンチでもその延長部が確認されおり、条里型地割に合致する形で東西方向へ伸びる状

況を復元できる。しかし、調査範囲ではこれ以上の広がりを推測することが困難なことから、周辺の地割を参考にして

検討することにしたい。

図106は、明治19年の公図を1000分の1に縮小し、発掘調査成果を合成したものである0当時の地割は、現

状地割と比較して条里型地割が良好に表現されている。調査で確認した地下遺構との関係は、Ib－1トレンチSDOl

やIc－1．3トレンチのSX02に関して合致する地割が図中に確認できることから、検出遺構をある程度反映したものと

考えられる。注意されるのは、Ic－1．3トレンチSX02を西側に延伸した部分に「L」字状にクランクする帯状の地割が

見られることである。帯状の地割はクランクする部分から南へ60m程の地点で途切れており、延長上のIa－3・4トレン

チで存在が確認されないことから、地割に表現された部分で途切れるか、東西どちらかに屈曲して伸びる可能性があ

る。Ib－3．4トレンチでその延長が確認できないことから、東へ屈曲する可能性は低い0

東側に関しては、西側のようにクランクした帯状の地割は確認できないが、SXO2南側のラインにほぼ合致する形

で、直径2m高さ1m程の八幡3号塚が現状でも確認できる0塚そのものの履歴には不明な点が多いものの、地下遺

構と何らかの関係があるものと考えられ、八幡3号塚の位置で西側と同様にクランクした可能性が指摘できる0また、

南へどの程度伸びていたかは不明とせざるを得ない。

以上のようにIc－1．3トレンチSX02は、コの字形の平面形をもち、園部施設であるである可能性が想定できるの

である。

Ic－1．3トレンチSX02に内部に位置するIb－1トレンチSXOlに関しては、地割などの復元材料は見られないが、

Ic－1．3トレンチSX02の幅等の規模を参考にすると、調査区外で二股状に分岐する可能性が高いと考えられる0し

かし、SX02の東辺とどのような接続がありえたのかは不明である。
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図106　公図と検出遺構の関係

－150－



平地式城館の可能性と関連する事項

Ib－1トレンチSXOl．Ic－1．3トレンチSX02は、想定される平面形から囲続施設である可能性が高いと言える。

時期的に見て、該当する囲続施設として可能性があるものには、平地式城館址が挙げられる。平地城館址が推定さ

れる土地には、小字名や通称地名に関連または示唆するような地名が残されていることが多いが、遺跡周辺での聞

き取り調査では、このような地名は採集されていない。

文字資料には、約500m南方に香西氏配下の植松氏の居城とされる檀紙城跡（讃岐国名勝図会，讃陽古城記，

香川県教育委員会編2003）が存在する。この現地比定が正確とするならば、調査地と離れすぎていることとなり今

回確認した堀跡と考えられる遺構に対して、該当する城址は見出すことができない（図107参照）。

関連すると思われる事項には、調査地南側には、応仁年間の開創が伝えられる金乗寺が挙げられる（高橋編

1986，徳山・丸尾1989）が存在している。応仁以前は天台宗で金乗院と号した後、応仁年間に改宗して浄土真宗

本願寺派となったとする説（高橋編1996）もあるが、詳細は明らかではない。寺域が現在地を大きく移動していない

とすると、出土遺物からは囲続施設としたSXO1．02との年代的な矛盾は無く、両者は同時並存した可能性が高い0

他県での平地城館牡と寺院がセットとなって確認される事例も多い（小島1989）ことを踏まえると、堀状の囲続施設

は、平地城館跡の可能性が高く、両者は密接な関係をもっていたと考えられるのである。今回検出した堀と考えられ

る囲続施設そのものが、領主的な存在であった寺院に伴うものである可能性と、開発領主の城館に隣接して宗教施

設の寺院が造られたという二つの推測が成り立つが、現時点では結論を出すことはできない。

遺跡周辺の条里型地割溝の施工に伴う耕地開発との関連

遺跡周辺の条里型地割溝の検出事例から、八幡遺跡の城館に伴う掘と考えられる固続施設が出現している背景に

ついて検討してみたい。

古代以前の耕地開発を示す資料として、今回の八幡遺跡I・Ⅱ区で確認した弥生後期後半段階の潅漑水路SD

O2．76が存在するが、潅漑水路等の検出例は余り多くない。耕地開発が再び活発化すると想定されるのは、条里地

割の施工後の8世紀以降の段階である。図107には現状で見られる条里型地割と、発掘調査において確認された坪

界線及び集落跡の検出地点を表現している。

面的に検討するには、未だ調査例が不足しているが、調査地周辺で古相を示す条里型地割溝は、正箱遺跡で確

認されるに留まり、●で表現した八幡・中森・冗塚遺跡などは、遡っても13世紀以降に掘開される事例が多く、条里

型地割溝が段階的に施工された可能性がある。この背景には、この微地形変化は、古川の最終的な下刻に伴う段丘

崖・氾濫原の形成が前提となっている可能性が考えられる（高橋1994）。調査地周辺の段丘面上には、複数の旧

河道が確認できるが、中間東井坪遺跡や冗塚遺跡では8世紀以降に埋没した旧河道を水田として利用している状況

が見られる。段丘上の平坦化と高燥化が進む中で条里型の潅漑網が面的に整備されたと可能性が高い。八幡遺跡

で見られた堀と考えられる遺構は、条里型地割溝に規制を受ける形で検出されている。また、条里型地割溝と同時

に出現していることから見て、耕地開発に深く関係した遺構であると考えられる。

耕地開発と城館址との関連や、用水を管理できる場所に城館が立地している事例は、県下で仲多度郡満濃町の

大堀館の例（木下1995）や全国的にも指摘されている（服部1979．大山1993）ことであり、本書で堀状の囲続施

設を平地式城館址と考えた材料として指摘しておきたい。
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水

図107　遺跡周辺の地形分類図と条里地割
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図 版



図版1中間東井坪・正箱



図版2中間東井坪



図版3中間東井坪

10．上面遺構完掘状況

北東から

1十　上面遺構完掘状況

北から

12．SROl完掘状況

南西から



図版4　中間東井坪

13．SROl南壁　断面　北から

15．SKOl　完掘状況　北から

19．石器出土状況B3ブリット　北から

14．SKOl　検出状況　　西から

16．SKO2　検出状況　北から

18．ab層中の自然礫D3ブリット　北から

20．石器出土状況　西から



図版5　中間東井坪

27．包含層除去後の

基底礫層上面の

窪み　北から



30．D区　全景　上が北

31．B区　全景　北から



図版7　正箱

37．B区遺構検出状況　北から


